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1

。数を得たので報告するイオンの詳細な分子定測し、振電バンドを数多く観の

電子遷移定した。その結果変換分光器を用いて測光を高分解能フーリエ

発、電子励起状態からのン化反応により生成しイオンをペニングイオ、　今回

を測定した。バンドの振動回転遷移ーを用いて達はダイオードレーザ

った。またバンドの回転解析を行　および法により測定し

電子遷移を達は効果が生じる。起により大きな

であり、変角振動の励の対称性はている。電子基底状態子構造に興味がもたれ

ちその分あり、高い反応性を持子のラジカルイオンでイオンは直線多原子分　
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【実験【実験【実験【実験】】】】 
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(

時間を費した。に約で測定した。積算時間、測定波数範囲　

。波数分解能電子増倍管で検出したルターを通した後、光に導き、色ガラスフィ

ーリエ変換分光器　と二枚の鏡を用いてフイオンの発光をレンズ　

をイオン化させた。　
入したを導入し、側管から導によりチャンバー内に速度

排気ーポンプを生成した。ブースタで交流放電し、電流して周波数

流のパイレックス管内にを直径にはヘリウムガスる手法である。具体的

料をイオン化させを試料に衝突させ、試ムの準安定状態ることで生じたヘリウ

すこれはヘリウムを放電グイオン化を用いた。イオンの生成にペニン　今回
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【【【【結果と考察結果と考察結果と考察結果と考察】】】】 
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とよく一致は過去に報告された値と決定された。この値

がピン軌道相互作用定数オリジンバンドからス電子遷移のつの　　

る。間隔の回転構造からな間隔と有のバンド構造である

遷移に特バンドと同様にバンドは、に示す。図バンドの拡大図を　　

分かった。と良く一致することが理論的予測までの値をとるという

倍が回転定数のが大きな場合をとり、振電相互作用極端に大きな値

は用定数のスピン・回転相互作電状態遷移が観測された。振は

バンドでが、個の振電状態が生じる効果により状態は　

った。変化がないことが分かは幾何構造にほとんど

状態で状態とバンドの解析によりスピン副準位のが観測された。

バンドスピン副準位のバンド、及びとスピン副準位の

の観測では電子遷移を示す。今回イオンのに観測された　図
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ある。定数を決定する予定で測結果から、平衡回転ドの振動回転遷移の観

バン達による今回の測定と再測定を行っている。光電子増倍管を用いて

持つり近赤外領域に感度をるためである。現在よ付近より急激に低下す

の感度が使用した光電子増倍管て弱い。これは実験でのバンドに比べ、極めの

度はバンドのスペクトル強スピン副準位のする。今回の測定では
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